
今月の予定 

      ＜節分集会があります＞ 

 節分に向けて、園では子どもたちが鬼のお面や豆入れ作りを

楽しんでいます。クレヨンや折り紙などを使いながら、「どんな

鬼にしようかな」「強そうな鬼がいいな」と、一人ひとりが思い

思いに表現しています。完成したお面や豆入れには、その子ら

しさがあふれ、世界に一つだけの作品となっています。製作の

時間は、指先を使うだけでなく、考える力や表現する楽しさを

育てる大切なひと時です。また、「ここは何色にしよう」「こう

するとどうなるかな」と試行錯誤する姿から、子どもたちの成

長を感じます。 

 自分で作ったお面や豆入れを手にすることで、節分への期待

も高まり、行事がより身近なものになっています。当日は、準

備してきた思いを大切にしながら、気持ちに寄り添い、無理の

ない形で節分を楽しみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 認定こども園同仁東保育園 Ｒ８．２．１発行 

 暦の上では立春を迎えましたが、まだまだ寒さの厳しい日が続いていま

す。冷たい風が吹く中でも、子どもたちは元気いっぱいに園庭を駆け回り、

冬ならではの自然を楽しんでいます。 

 ２月は節分など、日本の伝統行事に触れる機会もあり、子どもたちが季節

の移り変わりを感じる大切な時期です。行事や日々の保育を通して「やって

みたい」「できた」という気持ちを大切にしながら、一人ひとりの育ちに寄

り添っていきたいと思います。またこの時期は進級・卒園に向けて、子ども

たち自身が少しずつ成長への期待と不安を感じ始める頃でもあります。私た

ちは子どもたちの気持ちを丁寧に受け止めながら、安心して新しい一歩を踏

みだせるよう、残りの園生活を大切に過ごしていきたいと思います。 

 

＜コラムリレー＞ 

新しい年がスタートし１カ月。年長クラスでは、進級・就学に向けての準備

が始まっています。１２月まで異年齢で過ごしてきた中で、甘えられてきた部

分や逆にちょっとした強さを出せてきたことが、４歳児、５歳児として分かれ

て過ごす日が増えていることで、同じ年で過ごす楽しさ反面、思いがスムーズ

に通らないことや今までと違った刺激も増え、子どもたちも様々な葛藤も生ま

れているようです。それでもトラブルがあった際は、自分たちで話し合い解決

しようとしたり、今まで泣いて訴えていた子が、グッと堪え一生懸命思いを言

葉で伝えようとする姿も。この１年で培った人と人との関わりで学んだことを

しっかり生かそうとする姿に、改めて成長を感じ嬉しく思う日々です。 

しかし、目標だった最強な年長になるまではもう少し。気持ちの伝え方、折り

合いのつけ方、そして廊下を走らない！！水道の水は出しっぱなしにしな

い！！（笑）ちょっとしたことですが、一人ひとりが身に付き次のステップへ

自信を持って進めるよう私たちも一生懸命力を注いでいきたいと思いま

す！！ 

年長 Gリーダー  佐川 寿英 

２日（月）園庭開放 

      超禅英語教室（４．５歳児） 

３日（火）節分集会（全園児） 

４日（水）高中、たかはぎ認定との凧あげ交流（５歳児） 

９日（月）そろばん教室（５歳児） 

１０日（火）ちびっこ広場 

１３日（金）体育指導（４．５歳児） 

１４日（土）保育参観（全園児） 

１６日（月）サッカー教室（４．５歳児） 

１７日（火）ちびっこ広場 

      そろばん教室（５歳児） 

１８日（水）エプロンヒロ子さん（２歳児） 

１９日（木）音楽指導（３．４歳児） 

２０日（金）お別れ遠足（５歳児） 

２３日（月）天皇誕生日 

２４日（火）ちびっこ広場 

      落語（４．５歳児） 

２５日（水）避難訓練 

２６日（木）GERATO 音楽・英語教室（４．５歳児） 

２７日（金）リトミック（２．３歳児） 

      

 

 

＜保育参観＞ 

 １４日（土）に保育参観を予定しています。今回も保育

参観は各クラスのお部屋が狭いことにより、子ども１人に

対して１人の参加とさせていただきます。ふだん見られな

い子どもたちの姿を見ていただけたらと思います。ぜひお

楽しみに！！ 

 

＜お別れ遠足＞ 

 今月は５歳児のお別れ遠足を予定しています。早いもの

であと２ヶ月で卒園してしまうひまわりさん達が、楽しい

思い出作りとしてハレニコに出かけます。詳細は後日コド

モンにて配信いたします。ご確認を宜しくお願い致します。 

＜自己肯定感を育てましょう＞ 

一度は聞いたことがある「自己肯定感」。自己肯定感が高い子

どもは、自分に自信をもち、強い精神力で意欲的に行動するこ

とができます。「愛されている」「認めてもらえている」「わかって

もらえている」という感情のなかで育つ、自己肯定感。たくまし

く生き抜く力を育てていきましょう。 

 

 

 


